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– COVER PHOTO –

　YMCA 東
とう

山
ざん

荘
そう

の敷地内には、祈りの場である
黙想館という建物があります。窓の額縁に絶景の
富士山を拝むことが出来ます。タイミングが合え
ばダイヤモンド富士も見られますよ。

◆特集
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東
山
荘

御
殿
場
と
共
に
歩
む

※
貧
困
な
ど
の
社
会
的
な
問
題
に
対
し
て
取

り
組
む
民
間
の
公
益
団
体
の
略
称

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
は

　
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（Young M

en’s Christian 
Association

）
は
、
１
８
４
４
年
に
産

業
革
命
で
社
会
環
境
が
悪
化
し
た
イ
ギ
リ

ス
の
ロ
ン
ド
ン
で
青
少
年
の
成
長
を
願
っ

て
誕
生
し
た
団
体
で
す
。

　
現
在
は
全
世
界
で
約
６
、５
０
０
万
人

の
会
員
を
有
す
る
世
界
最
大
の
※
Ｎ
Ｇ
Ｏ

で
あ
り
、
国
内
で
35
都
市
、
２
０
０
カ
所

を
超
え
る
拠
点
で
14
万
人
が
参
加
し
、
自

ら
の
学
び
や
健
康
、
社
会
課
題
の
解
決
の

た
め
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
課
☎(

82)

４
３
１
９

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東
山
荘
☎(

83)

１
１
３
３
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箱
根
外
輪
山
の
ふ
も
と
、
東
山
湖
の
湖

畔
に
あ
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東
山
荘
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。

　
敷
地
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
四
季

折
々
の
自
然
と
調
和
し
た
歴
史
あ
る
建
物

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
緑
と
静
寂
に
包
ま

れ
た
空
間
は
ど
こ
か
心
に
落
ち
着
き
を
与

え
ま
す
。

　
こ
こ
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

全
て
の
人
が
利
用
で
き
る
総
合
研
修
施
設

で
あ
り
、
そ
の
歴
史
は
大
正
時
代
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　
青
年
た
ち
の
夏
季
学
校
の
施
設
と
し
て

建
設
さ
れ
た
東
山
荘
は
１
０
０
年
以
上
に

わ
た
り
教
育
施
設
と
し
て
機
能
し
て
き
ま

し
た
。

　
や
が
て
そ
の
門
戸
は
御
殿
場
の
人
々
に

開
か
れ
、
市
民
と
の
間
に
長
い
交
流
の
歴

史
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
東
山
荘
の
歴
史
と
現
在
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

　
日
本
に
お
け
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
１
８
８
０

年
に
東
京
で
ス
タ
ー
ト
し
、
様
々
な
分
野

で
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
当
時
の
若
者
た
ち
は
時
代
を
担
う
熱

意
を
持
ち
、
来
日
し
た
宣
教
師
た
ち
を

通
じ
て
、
多
く
を
学
び
ま
し
た
。
各
地

の
大
学
で
学
生
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
組
織
さ
れ
、

１
８
８
０
年
代
末
に
は
交
流
の
場
と
し
て

第
１
回「
夏
季
学
校
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
来
、
社
会
課
題
解
決
の
た
め
に
様
々

な
発
信
を
行
い
、
多
く
の
人
々
に
選
ば
れ

る
存
在
と
な
る
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

東
山
荘
の
誕
生

　
夏
季
学
校
は
会
場
を
各
地
に
移
し
な
が

ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
１
０
０
人
を
超

え
る
参
加
者
が
一
堂
に
会
す
る
施
設
の
確

保
を
望
む
声
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
　
　

　
常
設
館
の
設
置
が
強
く
求
め
ら
れ
、
選

ば
れ
た
の
が
東
山
の
地
で
し
た
。

　
建
設
の
た
め
の
寄
付
が
募
ら
れ
、
渋
沢

栄
一
や
、
明
治
を
代
表
す
る
女
性
実
業
家

で
あ
り
、
御
殿
場
に
も
由
縁
の
あ
る
廣
岡

浅
子
な
ど
の
著
名
人
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
関
係
者
な
ど
多
く
の
寄
付
が
集
ま
り
、

１
９
１
５
年
に
常
設
館
が
完
成
し
ま
し
た
。

そ
の
年
の
７
月
に
第
25
回
の
夏
季
学
校
が

開
か
れ
、「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東
山
荘
」
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
１
０
０
年
を

超
え
る
東
山
荘
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
す
。
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地
域
と
の
関
わ
り
　

　
か
つ
て
東
山
荘
に
は
プ
ー
ル
が
あ
り
、

地
元
で
あ
る
東
山
や
二
の
岡
の
子
ど
も
た

ち
は
、
夏
休
み
に
利
用
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
小
学
校
の
プ
ー
ル
へ
入
る
た
め

に
片
道
３
ｋｍ
の
道
の
り
を
歩
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
当
時
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
東
山
荘
の
プ
ー
ル
は
と
て
も
あ

り
が
た
い
も
の
で
し
た
。

　
現
在
、
東
山
荘
が
提
供
し
て
い
る
御
殿

場
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ネ
イ

チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
各
種
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
市
内
の
保
育
園
な
ど
の
行
事
に
も

組
み
込
ま
れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
体

験
し
て
い
ま
す
。

　
各
種
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
広
く
市
民

に
開
放
さ
れ
て
お
り
、
幅
広
い
年
齢
層
の

人
に
大
人
気
で
す
。

▲ネイチャープログラム

地
域
と
連
携
し
た
取
り
組
み

　
市
や
自
治
会
な
ど
と
連
携
し
、
様
々
な

分
野
で
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
東
山
荘
が
中
心
と
な
り
東
山
・
二
の
岡

路
観
光
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
周
辺
施
設

や
自
治
会
の
協
力
を
得
て
「
お
散
歩
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
、
観
光
客
や
利
用
者
の
利

便
性
向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
自
然
豊
か
な
景
観
や
歴
史
・
文

化
の
趣
の
あ
る
景
観
を
保
全
す
る
た
め
の

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
景
観
計
画
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
、

東
山
二
の
岡
地
区
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
で

は
委
員
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
国
登
録
有

形
文
化
財
を
有
す
る
施
設
と
し
て
、
景
観

保
全
の
た
め
の
助
言
や
意
見
交
換
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
研
修
施

設
の
管
理
を
長
く
行
っ
て
き
た
経
験
を
生

か
し
、
東
山
青
少
年
広
場
の
指
定
管
理
者

と
し
て
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
と

し
て
、
市
と
「
災
害
時
等
に
お
け
る
施
設

の
利
用
に
関
す
る
協
定
」
を
結
ん
で
い
ま

す
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
災
害
時
に
は
避
難

所
や
災
害
対
策
要
員
の
宿
泊
所
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
3
年
度
の
土
砂
災
害
・
全
国
防
災

訓
練
で
は
、
市
、
東
山
区
、
二
の
岡
区
と

連
携
し
た
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
敷
地
内
に
は
「
超
高
密
度
気
象
観
測
シ

ス
テ
ムPO

TEKA

」
の
雨
量
計
を
設
置
し

て
お
り
、
東
山
地
区
周
辺
の
気
象
デ
ー
タ

収
集
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て

　
市
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
企
業
や
団
体
の
た
め
に
「
御
殿
場

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ク
ラ
ブ
」
を
設
立
し
て
い
ま
す
。
　
　

　
東
山
荘
は
会
員
と
し
て
、
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
生
活
に
困
窮
す
る
世
帯
や
子
ど
も
食
堂

に
食
糧
支
援
を
行
う
フ
ー
ド
バ
ン
ク
で
は
、

活
動
を
主
催
す
る
御
殿
場
・
小
山
フ
ー
ド

バ
ン
ク
協
議
会
の
事
務
局
と
し
て
、
家
庭

や
職
場
な
ど
に
眠
っ
て
い
る
食
料
の
寄
付

や
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
然
環
境
を
保
護
し
、
持
続
可

能
な
社
会
を
目
指
す
取
り
組
み
と
し
て
、

２
０
２
１
年
３
月
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
一
０
０
％
電
力
の
利
用
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
電
気
由
来
の
二
酸
化
炭

素
排
出
量
が
ゼ
ロ
に
な
り
、
本
市
が
目
指

す
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
寄
与

し
て
い
ま
す
。

　
　

東
山
荘
の
建
築
物
　

　
２
０
２
０
年
に
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
た
貴
重
な
建
物
が
２
棟
あ
り
ま
す
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
館
〔
１
９
５
０
年
建
築
〕

　
木
造
の
平
屋
で
、
東
山
湖
越
し
に
富
士

山
を
眺
め
ら
れ
る
よ
う
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

暖
炉
の
あ
る
応
接
室
と
飾
り
床
の
あ
る
居

室
が
和
と
洋
の
調
和
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

齊
藤
記
念
館
〔
１
９
６
５
年
建
築
〕

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
下
１
階
、
地
上

２
階
建
て
、
水
平
軒
を
強
調
し
た
立
面
に

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
特
徴
が
良
く
表
れ
て
い
る

建
物
で
す
。
２
階
屋
根
の
跳
ね
上
が
る
勾

配
や
自
然
石
が
貼
ら
れ
た
内
装
な
ど
変
化

に
富
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
が
目
を
引
き
ま
す
。

2022.7.55

　
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東
山
荘
の
所
長
で
あ
る
、
森

田
義
彦
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

東
山
荘
の
取
り
組
み

　
若
き
指
導
者
の
育
成
を
目
的
に
ス
タ
ー

ト
し
た
東
山
荘
で
は
、
富
士
山
を
仰
ぐ
豊

か
な
自
然
や
人
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
、

多
く
の
若
者
が
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
く

た
め
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
学
び
ま

し
た
。
　

　
社
会
状
況
が
当
時
と
大
き
く
異
な
る
現

代
で
も
、
自
然
と
い
う
題
材
を
使
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
若
者
や
幼
少
期
の

子
ど
も
た
ち
の
「
考
え
る
力
」
を
育
む
研

修
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、
県
境
を
越
え
て
の
来
荘
が
難

し
い
人
を
対
象
に
、
指
導
者
を
派
遣
す
る

出
張
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
東
山
荘
を
利
用
す
る
人
々
の
目
的
は

様
々
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
沿
っ

た
形
で
の
「
体
験
の
場
」
が
提
供
で
き
る

よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
は
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

　
初
夏
の
東
山
荘
は
辺
り
一
面
緑
色
に
染

ま
り
、
気
持
ち
良
い
季
節
で
す
。
そ
ん
な

自
然
に
癒
さ
れ
な
が
ら
楽
し
め
る
夏
休
み

の
イ
ベ
ン
ト
が
満
載
で
す
。

　
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
東
山

荘
の
自
然
を
楽
し
ん
だ
後
、
須
走
口
を
ス

タ
ー
ト
に
富
士
登
山
を
行
い
ま
す
。
東
山

荘
の
自
然
を
感
じ
な
が
ら
の
体
操
教
室
で

あ
る
青
空
ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
月
に
１
回
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
夏
休
み
の
課
題
研
究
の
た
め
に

家
族
で
来
て
頂
く
の
も
大
歓
迎
で
す
。
体

育
館
や
広
場
な
ど
も
、
予
約
が
入
っ
て
い

な
け
れ
ば
貸
し
出
せ
ま
す
。

東
山
荘
の
思
い

　
全
国
か
ら
多
く
の
人
を
お
迎
え
し
て
い

ま
す
が
、
地
域
の
人
に
認
め
ら
れ
て
、
楽

し
ん
で
頂
い
て
こ
そ
存
在
で
き
る
施
設
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
研
修
施
設
と
い
う
特
性
上
、
地
元

の
人
か
ら
す
る
と
な
か
な
か
入
り
に
く
い

と
い
う
声
も
お
聞
き
し
ま
す
。

　
東
山
荘
に
は
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、
素

晴
ら
し
い
景
色
が
あ
り
、
自
由
に
使
え
る

広
場
が
あ
り
、
誰
で
も
入
れ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
が
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
、
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
頂
き
、
東
山
荘
の
空
気
を
感
じ
て

頂
き
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
御
殿
場
と
共
に

　

御
殿
場
の
地
で
開
設
さ
れ
て
か
ら
、

１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

東
山
荘
。

　
現
在
は
、
総
合
的
な
教
育
施
設
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
東
山
荘
が
も
つ
知
見
と
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
相
手
と
の
顔
の
見
え

る
関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
多
く
の
社

会
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
、
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
取
り
組

み
は
、
社
会
や
時
代
の
変
化
を
一
歩
先

取
り
し
た
も
の
で
あ
り
、　
市
は
今
後
も
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
や
防
災
な

ど
、
幅
広
い
分
野
で
東
山
荘
と
連
携
し
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
　

東
山
荘
イ
ベ
ン
ト
情
報

●
夏
の
ク
ラ
フ
ト
ル
ー
ム

日
　
程
／
８
月
13
日
㈯
～
15
日
㈪

参
加
料
／
3
０
０
円
～
５
０
０
円(

税
込)

対
　
象
／
小
・
中
学
生

●
の
ん
び
り
楽
し
く
富
士
山
登
頂

日
　
程
／
８
月
25
日
㈭
～
28
日
㈰

参
加
料
／
４
８
、０
０
０
円(

税
込)

対
　
象
／
ど
な
た
で
も

●
青
空
ピ
ラ
テ
ィ
ス

日
　
程
／
月
1
回
開
催(

週
末)

参
加
料
／
１
、２
０
０
円(

税
込)

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
東
山
荘
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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YMCA 東山荘

森田 義彦 所長

▲青空ピラティス

▲夕
せき

陽
よう

の丘より

Interview



体的で効果的な取組の実現を目指します。
持続可能な地域の発展に向けて、脱炭

素社会の実現に貢献するため、地域の皆
さんと一体となって、４つの取組を推進
し、富士山麓地域の二酸化炭素排出量実
質ゼロを目指します。

1
3
2
4

富士山ネットワーク会議の４市１町で
は、それぞれすでに宣言を行っています。
令和３年度に開催した首長会議におい

て本市より提案し、5月に本市を会場に
共同宣言を行いました。広域での宣言を
きっかけに、４市１町が連携し、より具

森林は二酸化炭素を吸収し、固定するとともに、
木材として建築物などに利用することで、炭素を長
期間貯蔵することができます。木材資源の循環利用
推進や開発の抑制を進め、我が国の象徴である富士
山麓の森林保護に取り組みます。

再生可能エネルギーの導入を推進し、エネルギー
の供給源を分散するとともに、地域で効率的に活用
することで、持続可能な地域社会づくりに取り組み
ます。

運輸部門における二酸化炭素排出量の約９割が自
動車による排出です。公共交通を利用しやすい環境
を確保・維持するとともに、電気自動車などの次世
代自動車や自転車などの環境負荷の少ない地域交通
の普及を促進し、交通の低炭素化に取り組みます。

自治体が排出する二酸化炭素の多くは、ごみ処理
や上下水道などの生活衛生インフラから排出される
ため、ごみの減量化や各施設における発電を推進し、
循環型社会の実現に取り組みます。

各市町の取組は7ページで紹介しています

〜2050年二酸化炭素排出量実質ゼロに向けて〜
富士山ネットワーク会議

を行いました
ゼロカーボンシティ宣言

富士山ネットワーク会議　広報研究会　共通紙面

企画課☎(82)-4421

富士山ネットワーク会議ゼロカーボンシティ宣言

富士山麓の森林保護に関する取組 再生可能エネルギーの導入や
エネルギーの地産地消に関する取組

ごみ処理や上下水道など
生活衛生インフラにおける取組

公共交通の利用促進や環境負荷の少
ない交通の普及促進に関する取組

富士山の麓にある4市1町で構成される「富士山ネットワーク会議」。
広域で連携し、よりよい住民サービスの提供に努めることを目的に活
動しています。今回は、５月に行ったゼロカーボンシティ宣言の内容
と各市町の脱炭素化への取組を紹介します。

ゼロカーボンシティとは？
二酸化炭素排出量を森林

の吸収量等と差し引きし、
2050年までに実質ゼロにす
ることを表明した自治体のこ
とを言います。

▲�５月に遊RUNパーク
玉穂で行った共同宣言
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富士山ネットワーク会議　広報研究会　共通紙面

富士市 富士市では、令和３年度に「富士市富士・愛鷹山麗地域の森林機能の保全に関する条例」を
施行し、森林保全に取り組んでいるほか、公共施設の省エネ改修や、新環境クリーンセンター
の発電電力を市内100か所以上の公共施設に供給し、エネルギーの地産地消をする
など、これまでもゼロカーボンシティの実現に向けて積極的に取り組んできました。
さらに今年度から、市民の皆さんの脱炭素への取組を応援する「ゼロカーボン
チャレンジ事業」を展開しています。楽しみながら取り組むことができる様々なメ
ニューがあり、省エネ家電などが抽せんで当たるキャンペーンも実施しています。

ゼロカーボンチャレンジ事業を実施します

富士宮市
富士宮市では、令和4年1月に「富士宮市ゼロカーボン推進戦略」
を策定し、2050年までの脱炭素化に向けた目標値を掲げました。
今後、太陽光や蓄電池などの創エネ・蓄エネ機器の設置、電気
自動車への転換、ごみの減量化・資源化、プラスチックごみの資
源循環などへの取組を進めます。市民や事業者と連携し、「オー
ル富士宮」で脱炭素社会の実現に取り組みます。

「オール富士宮」で未来につなぐ

御殿場市 御殿場市では、御殿場市エコガーデンシティ推進協議会を中心とした産学官金連携体
制の下、「環境に特化したまちづくり」を推進しています。
富士山エコパークでごみ焼却時に発生するゼロカーボン電力を、小・中学校を含む市
内36箇所の公共施設で使用するなど、地域の脱炭素化に向けた取組を進めています。
富士の麓の優れた環境を守り、伝え、子どもたちが誇れる御殿場を実現するため、内
閣府より認定されたSDGs未来都市の一員として、ゼロカーボンシティの実現を目指し
ていきます。

富士の麓の環境を守り育てるまち御殿場

裾野市
裾野市では、市制施行50周年の節目である令和３年10月にカーボンニュートラルシ
ティ宣言を行いました。市環境基本計画など各種計画に基づき、再生可能エネルギーの
導入促進やごみの減量、資源有効活用の促進、温暖化防止学習などを行っています。
2013年度の温室効果ガス排出量640.1千t-CO2を基準とし、2050年度までに90パー
セントの削減を目標としています。脱炭素のさらなる取組を研究し、豊かな自然があり、
新技術を取り入れる企業が立地する裾野市に合った脱炭素化を進めていきます。

豊かな自然と新技術を生かした脱炭素化

小山町 小山町では、令和4年３月にゼロカーボンシティ宣言を行いました。県の「再生可能
エネルギーを活用した産業拠点整備事業推進区域」に指定された「湯

ゆ
船
ぶね
原
はら
地区」を中心

に、木質バイオマス発電施設『森の金太郎発電所』や大規模太陽光発電施設の整備、未
利用材の有効活用による森林整備などを行い、再生可能エネルギーを活用した持続可能
な地域循環型産業の構築など、脱炭素社会の推進に取り組んできました。
また公共交通では、令和２年度から定時運行バスの路線を整理して、新たに事前予約で運行す

るデマンドバスを導入し、住民サービスの質を維持しながら、炭素排出量の削減を図っています。

県の推進区域を中心とした脱炭素化の推進

▲�詳しくは
こちら

▲�裾野市庁舎の太陽光パネル

▲�森の金太郎発電所

▲�富士山エコパーク

▲�環境総務課ウェブサイト

▲�電気自動車への転換を推進

2022.7.57
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国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

◦ 

国
民
健
康
保
険（
国
保
）と
は

　
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
場
合
に
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
加
入
者
が
国
保
税
を
納
め
、

医
療
費
の
負
担
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　
75
歳
を
迎
え
た
人
は
、
国
保
を
抜
け
、
自
動
的

に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
は
世
帯
主
宛
に
送
り
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
る
義
務
は
、

国
保
に
加
入
し
て
い
る
、
い
な
い
に
関
わ

ら
ず
世
帯
主
に
あ
り
ま
す
。
右
上
写
真
の

納
税
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
世
帯
主
宛
に

郵
送
し
ま
す
。

納
付
が
難
し
い
人
は

　
期
別
毎
の
納
付
が
難
し
い
人
は
、
税
務

課
納
税
推
進
室
☎(

82)

４
１
６
６
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
を
せ
ず
納
付
を
し
な
い
ま
ま
で
い

る
と
、
有
効
期
間
の
短
い
短
期
被
保
険
者

証
や
医
療
費
を
窓
口
で
全
額
負
担
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
資
格
証
明
書
が
発
行
さ
れ

た
り
、
預
金
な
ど
の
財
産
が
差
し
押
さ
え

ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　
納
付
は
、
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口

座
振
替
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
内
の
金
融
機
関
ま
た
は
国
保
年
金
課

の
窓
口
で
手
続
き
で
き
ま
す
。
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
希
望
す
る
場
合
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
の
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

制
度
改
正
に
伴
い

保
険
証
が
２
回
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
が
始
ま
り
ま
す

国民健康保険
国保税スタッフ☎ (83)1255
保険給付スタッフ☎ (82)4121

納税通知書
７月中旬郵送

　
８
月
１
日
㈪
か
ら
適
用
開
始
と
な
る
、

新
し
い
保
険
証
（
ウ
グ
イ
ス
色
）
を
７
月

中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険
証
と
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
一
部
の
医
療
機
関
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
健
康
保
険
証
と
し
て
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し

て
利
用
す
る
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
に
よ
る
登
録
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
内
閣

府
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

被
保
険
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

国
保
年
金
課
国
保
税
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
保
険
給
付
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
ス
タ
ッ
フ

適用開始／
８月１日㈪から

ウグイス色
７月中旬郵送
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保
険
証
の
更
新

　
保
険
証
が
８
月
１
日
と
10
月
１
日
に
新

し
く
な
り
ま
す
。
有
効
期
限
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

減
額
認
定
証
な
ど
の
更
新

　
既
に
減
額
認
定
証
な
ど
を
持
っ
て
い
て

８
月
以
降
も
対
象
と
な
る
人
は
自
動
更
新

さ
れ
、
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。
新
た
に

交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
国
保
年
金
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

　
制
度
改
正
の
詳
細
は
広
報
ご
て
ん
ば
３

月
５
日
号
ま
た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
度
の
保
険
料
は
、
８
月
中
旬

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
納
付
に
関
す
る
相
談
や
、
８
月
に
な
っ

て
も
新
し
い
「
薄
紅
色
」
の
保
険
証
が
届

か
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

制
度
改
正
の

詳
細
は
こ
ち
ら

制
度
改
正
に
伴
い

保
険
証
が
２
回
変
わ
り
ま
す

後期高齢者医療制度
後期高齢者医療スタッフ☎ (82)4188

◦ 

国
保
に
加
入
す
る
人

　
75
歳
未
満
で
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、
国
保
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
…

・
自
営
業
の
人

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
社
員
な
ど
で
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
で
き
な
い
人

・
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
を
辞
め
た
人
、
被

扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
後
、
他
の
保
険
に
加
入
し

て
い
な
い
人

・
農
業
を
営
ん
で
い
る
人

・
外
国
籍
で
、
３
カ
月
を
超
え
て
日
本
に
滞
在
し
、

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
人

◦ 

必
要
な
手
続
き

国
保
を
や
め
る
手
続
き

・
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合

・
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
場
合

　
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
国
保
税
が
課
税
さ
れ
た

ま
ま
に
な
り
、
国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て
受
診
し

た
場
合
、
７
割
ま
た
は
８
割
分
を
国
保
に
返
還
し

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

国
保
に
入
る
手
続
き

・
社
会
保
険
を
や
め
た
場
合

・
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
な
く
な
り
、
他
の
保

険
に
も
加
入
し
て
い
な
い
場
合

　
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
高
額
の
国
保
税
が
一
度

に
課
税
さ
れ
、
納
付
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
手
続
き
の
遅
れ
が
無
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

有効期限／
９月 30日㈮まで

8/1 〜
薄紅色

有効期限／
令和５年
７月 31日㈪まで

10/1 〜
オレンジ色

７月中
郵送

９月中
郵送

有効期限／
７月 31日㈰まで

現在
緑色

保険証は
黄色い封筒で
届きます
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安全パトロールを実施しました
　昨年度、熱海市の災害を受け、国及び県の一斉総点検を実施したところ、直接、人命
に影響のある現場はありませんでした。
　また、引き続き、県と連携して、違法現場の確認や情報の共有を図っています。今後
も定期的なパトロールを実施し、市民の皆さんの安全に努めていきます。

　熱海市での大規模土石流災害を教訓に、盛土の規制
を強化する県盛土条例が７月１日から施行されました。
　市では、市民の皆さんの生命、財産を保護するため、
県と連携し、盛土の規制や監視業務を進めることで、
土砂の崩壊などによる災害の防止や生活環境の保全を
図っていきます。

都市計画課☎ (82)4222

盛土の申請手続きが変わりました

【　市への申請　】
　「盛土を行う区域が 500㎡以上または土砂の量
500㎥以上」であって、県の対象規模を除くもの
は、市への許可手続きが必要です。
　詳しくは、市都市計画課まで連絡してください。

【　県への申請　】
　県盛土条例の施行に伴い、「盛土を行う区域が
1,000㎡以上または土砂の量 1,000㎥以上」の盛
土を行う場合、県盛土対策課への許可手続きが必
要になりました。

※県及び市条例に違反した場合、最大で２年以下の懲役または 100 万円以下の罰金を科せられます。

【　申請の流れ　】

県ホームページはこちら

県盛土対策課へ申請

はい

いいえ

いいえ

はい

申請不要

盛土を行う区域が 500㎡以上
または土砂の量 500㎥以上
（県条例の対象規模を除く）

盛土を行う区域が 1,000㎡以上
または土砂の量 1,000㎥以上

市都市計画課へ申請

許可
違反した場合、中止
命令や内容の公表、
罰則などがあります。

必ず事前協議してください。

完了
工事完了後に、完了
届を提出してくださ
い。

ごてんばニュース
G O T E M B A  N E W S

2022.7.511

○○

　税
金
は
納
期
限
内
に

　
　納
め
ま
し
ょ
う

 

く
ら
し
の
安
全
課
☎(

82)

４
１
２
３

　
７
月
11
日
㈪
か
ら
20
日
㈬
ま
で
の
10
日

間
、
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
運
動
期
間
中
は
、
各
区
・
交
通
指
導
員

会
・
交
通
安
全
協
会
・
警
察
な
ど
多
く
の

団
体
が
一
丸
と
な
り
、
交
通
事
故
を
１
件

で
も
減
ら
す
た
め
、
ま
ち
か
ど
広
報
や
街

頭
啓
発
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

● 

市
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
薄
暮
れ
に 

目
立
つ
服
装 

反
射
材
」

● 

夏
の
交
通
安
全
運
動
の
重
点

○ 

横
断
歩
行
者
の
安
全
確
保

　
子
ど
も
が
日
常
的
に
使
う
通
学
路
や
通

園
路
な
ど
で
の
見
守
り
活
動
を
進
め
ま
す
。

　
運
転
者
の
皆
さ
ん
は
歩
行
者
保
護
意
識

を
持
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

自
転
車
と
二
輪
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
（
※
）
」
や

通
行
ル
ー
ル
を
守
り
安
全
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

　
側
方
通
過
や
割
り
込
み
な
ど
は
危
険
な

た
め
、
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
ま
し
ょ
う
。

※
①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は

例
外
　
②
車
道
は
左
側
を
通
行
　
③
歩
道

は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐
行
　

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
　
⑤
子
ど
も
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
着
用

○ 

飲
酒
運
転
等
危
険
運
転
の
根
絶

　
地
域
、職
場
、家
庭
内
で
飲
酒
運
転
を
許

さ
な
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　
運
転
中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
使

用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○ 

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底
【
市
重
点
】

● 

横
断
歩
道
で
も
安
全
歩
行
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う

　
県
で
は
、
道
路
横
断
中
の
交
通
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、「
し
ず
お
か
・
安
全
横

断
３
つ
の
柱
」
と
し
て
横
断
歩
行
者
が
自

ら
の
安
全
を
守
る
た
め
の
行
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
交
通
事
故
を
１
件
で
も
減
ら

す
た
め
に
も
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

「
し
ず
お
か
・
安
全
横
断
３
つ
の
柱
」

１
　
運
転
者
に
対
し
て
横
断
す
る
意
思
表

示
を
し
よ
う

２
　
安
全
確
認
を
し
て
か
ら
横
断
し
よ
う

３
　
横
断
中
も
安
全
確
認
を
し
よ
う

○○

　県
下
一
斉「
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」

　
　が
始
ま
り
ま
す

税
務
課
管
理
・
証
明
ス
タ
ッ
フ
☎(

82)

４
１
２
８

納
税
推
進
室
☎(

82)

４
１
６
６

● 

口
座
振
替
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
の
届
け
出
は
、
市
内
の
金
融

機
関
の
窓
口
や
税
務
課
で
受
け
付
け
ま
す

（
解
約
や
口
座
変
更
の
手
続
き
が
な
け
れ

ば
次
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ
ま
す
）。

利
用
で
き
る
金
融
機
関
／
静
岡
銀
行
、
ス

ル
ガ
銀
行
、
静
岡
中
央
銀
行
、
沼
津
信
用

金
庫
、
富
士
伊
豆
農
業
協
同
組
合
、
静
岡

県
労
働
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

届
け
出
に
必
要
な
も
の
／
通
帳
、
通
帳
印
、

申
込
者
の
印
（
申
込
者
と
通
帳
名
義
人
が

異
な
る
場
合
の
み
）

注
意
事
項
／

○
口
座
振
替
の
開
始
は
、
金
融
機
関
受
付
日

の
翌
月
ま
た
は
翌
々
月
か
ら
に
な
り
ま
す
。

○
手
続
き
に
は
通
帳
印
な
ど
の
確
認
が
必

要
な
た
め
、
な
る
べ
く
金
融
機
関
の
窓
口

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

● 

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

日
時
／
毎
月
10
日
（
４
月
～
翌
年
１
月
）

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

※
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
は
翌
開
庁
日

会
場
／
市
役
所
本
庁
舎
１
階

内
容
／
税
金
全
般
の
相
談

申
し
込
み
／
開
催
日
当
日
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
管
理
・
証
明
ス
タ
ッ
フ
へ

※
相
談
は
予
約
受
付
順
に
行
い
ま
す
。

● 

窓
口
業
務
を
延
長
し
て
い
ま
す

　
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

は
、
税
証
明
の
発
行
や
納
税
相
談
な
ど
の
業

務
を
午
後
６
時
45
分
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

※
納
税
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。

● 

納
税
証
明
書
が
必
要
な
人
へ

　
口
座
振
替
で
納
付
し
た
場
合
、
振
替
日

当
日
は
、
納
税
証
明
書
が
交
付
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
金
融
機
関
の
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
し
た
場
合
、
納
付
の
確

認
ま
で
10
日
程
度
掛
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

領
収
書
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

納税は安心
便利な

口座振替で
！

※新型コロナウイルス感染拡大防止のためイベントなどが中止・延期・一部変更となる場合があります。



国
保
年
金
課
☎(

82)

４
１
２
１

○○

　国
保
特
定
健
診

　
　健
診
結
果
を
ま
ず
確
認

ごてんばニュース
G O T E M B A  N E W S

○○

　令
和
４
年
度

　
　健
康
大
学
講
座
受
講
生
募
集

健
康
推
進
課
☎(

70)

７
７
６
５

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
へ
の
関
心
を
高

め
る
た
め
、
健
康
に
関
す
る
様
々
な
テ
ー

マ
で
健
康
大
学
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

日
時
／
８
月
25
日
㈭
か
ら
11
月
24
日
㈭
ま

で
の
木
曜
日
（
全
12
回
）

１
時
限
目
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

２
時
限
目
　
午
後
２
時
40
分
～
３
時
40
分

会
場
／
市
民
会
館
第
７
会
議
室

講
師
／
御
殿
場
市
医
師
会
、
駿
東
歯
科
医

師
会
、
北
駿
薬
剤
師
会
、
在
宅
栄

養
士
の
会
、
御
殿
場
保
健
所

対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
し
て
い
る

18
歳
以
上
の
人

定
員
／
50
人
（
先
着
順
）

受
講
料
／
無
料

受
付
期
間
／
８
月
５
日
㈮
ま
で
に
直
接
ま

た
は
電
話
で
健
康
推
進
課
へ

※
全
日
程
の
う
ち
９
回
以
上
を
受
講
し
た

人
に
は
修
了
証
を
授
与
し
ま
す
。

※
主
催
者
に
よ
る
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
講
座
の
日
程
、
教
科
な
ど
は
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

回 実施日 教科

1 ８月 25日
開講式
狭心症と大動脈瘤

りゅう

2 ９月１日
知ってほしい泌尿器科の知識
くすりとくらしの教室

3 ９月８日
閉塞性脳血管障害について
バランスのとれた食生活とは！

4 ９月 15日
めまい
婦人科検診とＨＰＶワクチン

5 ９月 22日
コレステロールとメタボリックシンドローム
ロコモと痛みの関係

6 ９月 29日
加齢に伴う目の変化と眼疾患
乳がんについて

7 10 月６日
変形性膝関節症の治療について
長寿社会と８０２０〜 2022 年版〜

8 10 月 13日
胃がん・大腸がん検診について
糖尿病と腎臓の深い関係

9 10 月 20日
新型コロナ感染症と成人の予防接種
感染症予防（予定）

10 10 月 27 日
消化管出血の病気（下血と血便）
鬱（うつ）と向き合う

11 11 月 17 日
身近な皮膚病
認知症について

12 11 月 24 日
学校保健と学校医
閉講式

講座日程・教科

　
国
保
の
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た
。

医
療
機
関
で
健
診
結
果
の
説
明
を
受
け
た

ら
、
以
前
の
値
と
見
比
べ
、
現
在
の
体
の

状
態
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
対
象
者
の
体
の
状
態
に
合
わ

せ
て
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
案
内
が

届
き
ま
し
た
ら
確
認
し
、
生
活
習
慣
病
予

防
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

● 

案
内
の
内
容

○
健
康
年
齢
通
知
…

　
特
定
健
診
を
受
診
し
た
人
全
員
に
届
き

ま
す
。

　
健
診
結
果
か
ら
自
身
の
体
が
何
歳
相
当

な
の
か
を
統
計
的
に
判
定
し
た
も
の
で
す
。

○
生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
…

　
生
活
習
慣
病
未
治
療
の
人
、
糖
尿
病
の

人
（
治
療
中
の
人
を
含
む
）
に
届
き
ま
す
。

　
健
診
結
果
の
う
ち
基
準
値
を
超
え
て
い

て
服
薬
し
て
い
な
い
人
や
、
糖
尿
病
に
関

す
る
数
値
が
高
い
人
に
対
す
る
、
疾
病
の

重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
の
お
知
ら
せ
で

す
。

○
か
ら
だ
い
き
い
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
…

　
メ
タ
ボ
に
該
当
ま
た
は
予
備
群
と
判
定

さ
れ
た
人
に
届
き
ま
す
。

　
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
個
別
相

談
を
通
し
て
、
自
身
に
合
っ
た
取
り
組
み

を
一
緒
に
考
え
実
践
し
ま
す
。
各
種
教
室

へ
の
参
加
も
出
来
ま
す
。

　
設
定
し
た
目
標
に
向
け
て
半
年
間
取
り

組
み
、
多
く
の
人
が
体
重
や
腹
囲
が
改
善

さ
れ
、
目
標
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

会
場
／
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
料
／
無
料

※
国
保
以
外
に
加
入
し
て
い
る
人
は
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
組
合
な
ど
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

● 

各
種
教
室
・
健
康
相
談

　
健
診
で
「
異
常
な
し
」
の
人
も
、
各
種

教
室
・
健
康
相
談
な
ど
市
の
保
健
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
詳
し
く
は
健
康
推
進
課
☎(

82)

１
１
１
１

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
健
診
や
社
会
保
険
の
健
診

な
ど
を
受
け
た
人
も
利
用
で
き
ま
す
。

2022.7.5 12※新型コロナウイルス感染拡大防止のためイベントなどが中止・延期・一部変更となる場合があります。2022.7.513

○○
　　
第
35
回
富
士
山
太
鼓
ま
つ
り

　
全
国
か
ら
名
乗
り
を
上
げ
た
和
太
鼓
奏

者
た
ち
が
、
世
界
最
大
級
の
和
太
鼓
「
富

士
山
」
を
使
っ
た
一
人
打
ち
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
日
々
の
研
鑽
の
成
果
を
競
い
合
い
ま

す
。

　
ま
た
、
日
本
一
の
高
校
生
太
鼓
団
体
を

決
定
す
る
「
全
国
高
校
生
太
鼓
甲
子
園
」

や
市
内
・
周
辺
地
域
の
太
鼓
団
体
の
演
奏

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
会
場
内
で
は
、
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど
の

販
売
も
行
い
ま
す
。

日
時
／
７
月
30
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分

　
　
　
７
月
31
日
㈰

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

会
場
／
富
士
山
樹
空
の
森

内
容
／

① 

富
士
山
一
人
打
ち
コ
ン
テ
ス
ト

　
富
士
山
太
鼓
ま
つ
り
の
伝
統
で
あ
り
、

台
座
か
ら
の
高
さ
３
、
７
７
６
mm
の
大

太
鼓
「
富
士
山
」
を
使
用
し
、
そ
の
腕

を
競
い
ま
す
。

　
30
日
㈯ 

予
選
・
31
日
㈰ 

本
選

② 

奉
納
太
鼓
の
儀

　
前
回
大
会
一
人
打
ち
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝

者
（
青
木
よ
し
あ
き
さ
ん
・
愛
知
県
）

③ 

高
校
生
太
鼓
甲
子
園

　
全
国
の
高
校
生
太
鼓
団
体
が
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
競
い
ま
す
。

④ 

富
士
山
物
産
市

　
御
殿
場
み
く
り
や
そ
ば
な
ど
の
各
種
出

店
、
太
鼓
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

詳
し
く
は
こ
ち
ら

HP http://fujitaiko.com
/

観
光
交
流
課
☎ (

82)

４
６
２
２

観
光
協
会
☎(

83)

４
７
７
０

観
光
交
流
課
☎ (

82)

４
６
２
２

富
士
山
樹
空
の
森
☎(
80)

３
７
７
６

○○
　　
富
士
山
樹
空
の
森

　
　
夏
の
イ
ベ
ン
ト
案
内

● 

カ
ブ
ト
ム
シ
＆
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ

  

採
集
と
標
本
展

　
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
体
の

構
造
や
標
本
作
製
方
法
、
多
彩
な
昆
虫
採

集
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。
ニ
ジ
イ
ロ
ク
ワ

ガ
タ
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
産
の
美
麗
種

な
ど
も
展
示
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
10
日
㈰
ま
で

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

会
場
／
企
画
展
示
室

入
場
料
／
無
料

● 

カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
展

　
ヘ
ラ
ク
レ
ス
オ
オ
カ
ブ
ト
や
ネ
プ
チ
ュ
ー

ン
オ
オ
カ
ブ
ト
な
ど
、
日
本
で
は
見
ら
れ
な

い
大
き
な
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ギ
ラ
フ
ァ
ノ
コ
ギ

リ
な
ど
の
珍
し
い
ク
ワ
ガ
タ
が
大
集
合
。

日
時
／
７
月
16
日
㈯
～
８
月
21
日
㈰

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
※
最
終
日
は
午
後
２
時
ま
で

会
場
／
企
画
展
示
室

入
場
料
／
大
人
６
０
０
円
、

　
　
　
４
歳
～
中
学
生
４
０
０
円

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
／

・【
予
約
制
】
第
２
回
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
飼

い
方
講
座

・【
予
約
制
】
ニ
ジ
イ
ロ
ク
ワ
ガ
タ
の
飼

い
方
講
座

・
ク
ワ
ガ
タ
く
じ

　
詳
し
く
は
富
士
山
樹
空

の
森
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

● O
nbu street stall

マ
ル
シ
ェ

　
お
い
し
い
お
店
と
か
わ
い
い
雑
貨
の
マ

ル
シ
ェ
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
。

日
時
／
８
月
７
日
㈰

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場
／
ま
る
び
ド
ー
ム
他

※新型コロナウイルス感染拡大防止のためイベントなどが中止・延期・一部変更となる場合があります。
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建
築
住
宅
課
☎(

82)

４
２
２
４

○○

　　木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
費
を

補
助
し
ま
す

　
市
で
は
、
今
後
予
想
さ
れ
る
巨
大
地
震

か
ら
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

国
や
県
と
と
も
に
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震

化
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ

Ｉ
（
東
海
・
倒
壊
）-

０ぜ
ろ

」
を
進
め
て
い
ま
す
。

● 

木
造
住
宅
耐
震
補
強
助
成
制
度

　
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
旧
耐

震
基
準
の
木
造
住
宅
を
対
象
に
、
耐
震
診
断
・

耐
震
補
強
工
事
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

※
令
和
６
年
度
に
無
料
の
耐
震
診
断
が
終

了
予
定
。
令
和
７
年
度
に
補
強
計
画
・
耐

震
補
強
工
事
に
対
す
る
補
助
制
度
が
終
了

予
定
。

　

① 

耐
震
診
断
（
無
料
）

　
市
が
専
門
家
を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
を
実

施
し
ま
す
。
耐
震
診
断
を
受
け
て
い
な
い
人

は
無
料
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

② 
補
強
計
画
・
補
強
工
事

　
耐
震
性
が
な
い
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
に

つ
い
て
、
補
強
計
画
と
補
強
工
事
を
併
せ

て
実
施
す
る
場
合
、
補
強
工
事
費
を
最
大

１
０
０
万
円
補
助
し
ま
す
。

※
上
乗
せ
最
大
補
助
額
…
高
齢
者
等
住
宅

（
最
大
20
万
円
）、在
宅
避
難
促
進
住
宅（
最

大
15
万
円
）

※
耐
震
補
強
工
事
後
、
申
告
に
よ
り
所
得

税
・
固
定
資
産
税
の
減
額
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

③ 

除
却
工
事

　
耐
震
性
が
な
い
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を

建
て
替
え
る
場
合
、
既
存
住
宅
の
除
却
工

事
費
を
最
大
30
万
円
補
助
し
ま
す
。

　
①
、
②
、
③
い
ず
れ
も
必
ず
事
前
に
申

し
込
み
ま
た
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
予
算
額
に
到
達
次
第
、
受
け
付
け
を
終

了
し
ま
す
。

ごてんばニュース
G O T E M B A  N E W S

　
夏
休
み
期
間
中
、
図
書
館
で
は
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
夏
休

み
の
宿
題
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

● 

課
題
図
書
の
貸
出

期
間
／
８
月
31
日
㈬
ま
で

貸
出
冊
数
／
ひ
と
り
１
冊
、
１
週
間

● 

め
ざ
せ
！
ご
て
ん
ば
妖
怪
博
士 

期
間
／
７
月
22
日
㈮
～
８
月
31
日
㈬

対
象
／
小
学
生

内
容
／
窓
口
で
台
紙
を
も
ら
っ
て
妖
怪

カ
ー
ド
を
貼
り
ま
し
ょ
う
。
カ
ー

ド
は
全
４
種
類
。
全
種
類
集
め
る

と
「
ご
て
ん
ば
妖
怪
博
士
」
の
認

定
証
が
も
ら
え
ま
す
。

● 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

日
時
／
７
月
24
日
㈰
～
８
月
31
日
㈬

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
夏
休
み
期
間
中
、
不
定
期
で
実
施

● 

夏
休
み
工
作
教
室
　
ゴ
ム
の
ち
か
ら

　 

で
走
る
車
を
つ
く
ろ
う
！

日
時
／
８
月
６
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

対
象
／
小
学
１
～
３
年
生
（
参
加
者
１
人

に
つ
き
同
伴
者
１
人
ま
で
）

定
員
／
10
人

内
容
／
身
近
な
も
の
を
組
み
合
わ
せ
て
、

ゴ
ム
動
力
で
走
る
車
を
作
り
ま
す
。

持
ち
物
／
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
４

個
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
１

個
、
車
を
飾
り
つ
け
る
た
め
の
色

紙
や
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
な
ど
の
筆
記

用
具
、
は
さ
み

申
し
込
み
／
７
月
９
日
㈯
ま
で
に
電
話
で

図
書
館
へ
（
先
着
順
）

● 

見
て
聞
い
て 

親
子
で
楽
し
む

　 

手
話
の
お
は
な
し
会

日
時
／
７
月
27
日
㈬
、
８
月
10
日
㈬

午
前
10
時
30
分
～
（
15
分
程
度
）

内
容
／
季
節
に
合
わ
せ
た
絵
本
や
紙
芝
居

の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。
途
中
、

手
話
を
交
え
て
お
話
し
を
し
ま
す
。

○○

　夏
休
み
は
図
書
館
へ
行
こ
う図

書
館
☎(

82)

０
３
９
１

補強工事中補強工事完了

妖怪カード
イメージ

救
急
救
命
士
っ
て
ど
ん
な
人
？

　
救
急
救
命
士
と
は
、
専
門
的
な
教
育

を
受
け
て
国
家
試
験
に
合
格
し
た
人
で
、

医
学
に
関
す
る
高
い
知
識
を
持
ち
、
病

院
へ
搬
送
す
る
ま
で
の
間
に
医
師
の
指

示
で
特
別
な
救
命
処
置
が
出
来
る
、
病

院
前
救
護
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

現
在
、
46
人
の
救
急
救
命
士
が
い
ま
す
。

　
救
急
救
命
士
は
、

グ
レ
ー
の
服
に
黄
色

の
バ
ッ
ジ
を
付
け
て

い
ま
す
。

救
急
隊
員
は
救
急
救
命
士
な
の
？

　
救
急
隊
は
３
人
で
構
成
さ
れ
、
救

急
救
命
士
が
必
ず
１
人
以
上
含
ま
れ

ま
す
。

　
救
急
救
命
士
で
は
な
い
救
急
隊
員

の
出
来
る
処
置
は
限
ら
れ
ま
す
が
、

教
育
を
受
け
、
救
急
訓
練
を
重
ね
て

救
急
出
動
に
備
え
て
い
ま
す
。

特
別
な
救
命
処
置
っ
て
ど
ん
な
も
の
？ 

　
具
体
的
に
は
、
心
臓
が

止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
人
に

点
滴
を
し
、
心
臓
の
動
き

を
強
く
す
る
薬
を
使
っ
た

り
、
呼
吸
が
な
い
人
の
口

に
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
て
空

気
の
通
り
道
を
作
っ
た
り
、

血
糖
値
を
測
定
し
、
低
血

糖
の
人
に
血
糖
値
を
上
げ

る
薬
を
点
滴
す
る
処
置
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

救
急
救
命
士
か
ら
の
お
願
い

　
心
臓
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
人
の
救

命
に
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
１
秒

で
も
早
い
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
）
の
開
始
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
電
気

シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
消
防
署
で
は
市
民
を

対
象
に
応
急
手
当
に
関
す
る
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
適
切
な
応
急
手
当

を
実
施
す
る
た
め
に
、
１
人
で
も
多
く

の
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
救
命
士
と
救
命
処
置

御
殿
場
消
防
署
☎(

82)

７
１
５
０

消
防
ま
か
じ
り

る

Q

A
&

2022.7.515

社
会
教
育
課
内
「
青
少
年
セ
ン
タ
ー
」
☎(

82)

０
３
３
９

 

主
な
活
動
内
容

♢
街
頭
・
校
区
補
導

♢
環
境
浄
化
活
動

♢
相
談
業
務

（
は
れ
ば
れ
ダ
イ
ヤ
ル
☎(

82)

８
０
８
０
）　

　
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、、
県
教
育

委
員
会
が
県
民
総
ぐ
る
み
の
運
動
と
な
る

よ
う
推
進
し
て
い
る
、「
地
域
の
青
少
年

声
掛
け
運
動
」
に
賛
同
し
、「
大
人
が
変

わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ
る
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
地
域
や
学
校
、
警
察
な
ど
の
関

係
機
関
と
協
力
し
合
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
補
導
活
動
で
は
、「
青
少
年
を
見
守
る

ま
ち
」
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
高
め
て
頂

く
た
め
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
も
声
を
掛
け
て
い
ま
す
。

　
街
頭
で
の
補
導
委
員
の
声
掛
け
運
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

○○

　市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
活
動
紹
介

鈴木指導員のちょっといい話

　補導活動に参加した多くの補導委
員から、駅や公園のトイレがきれいに
清掃されていることに安心感を持った
という声がありました。奇麗なまちは、
犯罪発生の抑止力になるからです。
　また、駅前では学生などに挨拶す
ると、気持ちよく返してくれます。「気
を付けてね」と言葉を添えると「あり
がとうございます」という温かな声も
返ってきます。市内で行われている
挨拶運動の成果を感じます。
　これからも『地域の青少年声掛け
運動』を広げていきたいです。

引き続きご協力を
お願いします



夏まつり歩行者天国

　３年ぶりの開催。飲食・物品販
売・イベントを実施し、市民の皆さ
んに楽しい夏のひと時を提供します。
日　８月６日㈯ ・７日㈰   
　　午後５時～午後９時
区間　６日…市役所北～杉原
　　　７日…森之腰～湯沢
問　観光交流課☎(82)4622、
　　商工会☎(83)8822

国立駿河療養所
納涼祭中止

　毎年8月に実施している納涼祭を
今年度も中止します。
問　社会福祉課☎(82)4136
　　国立駿河療養所☎(87)1711　　

令和４年度１歳児
楽しい子育て教室参加者募集

日　９月～12月（全５回）
　　午前９時30分～11時30分
会　市民交流センター「ふじざくら」
内　タッチケア、乳幼児の環境や子育

てを楽しむ方法などの講話、親子

お楽しみ会、おしゃべりタイム
対　令和２年４月２日から令和３年４

月１日までに生まれた子とその親
※同伴児（兄弟姉妹）も含む。
数　10組程度（抽選）
料　年間500円
申・問　７月19日㈫から８月16日㈫ま

でに、社会教育課にある申込用
紙に必要事項を記入し、直接、
郵送、電話またはファクスで、

　　〒412-8601社会教育課
　　☎(82)0339、FAX(81)0370へ
▶申込用紙は市ホーム
ペ ー ジ か らも ダ ウ ン
ロード出来ます。

市民大学講座
受講生募集

日　８月25日㈭、９月21日㈬、10月26
日㈬、11月16日㈬、12月22日㈭

　　午後２時～
会　市民交流センター「ふじざくら」
内　東アジアの国際情勢、富士山の噴火

史、御殿場の産業や文化などの講座
対　市内在住または通勤・通学してい

る４回以上の出席が見込める人
※新型コロナウイルスなど感染症予
防に協力してください。
数　60人（超えた場合は抽選）
料　1,000円
※第１回講座開催の際に集金します。
申・問　７月29日㈮まで（必着）に、

住所、氏名、生年月日、電話番号、
市民大学希望の旨を任意の用紙
に明記し、直接、郵送、電話また
はファクスで、

　　〒412‐8601社会教育課
　　☎(82)0339、FAX(81)0370へ

御殿場文化発信プロジェクト
企画・運営スタッフ募集

　秋に東山旧岸邸で開催する登録有
形文化財登録記念イベント「御殿場文
化発信プロジェクト　文化継承～芸能
と食文化」に向け、市民参加型で行う
企画制作・運営の参加者を募集します。
日　７月23日㈯～25日㈪
　　午前10時～午後５時
会　YMCA東山荘
対　市内在住の人
数　20人程度（先着順）
料　無料
申・問　７月22日㈮までに電話で、
　　東山旧岸邸☎(83)0747へ
問　社会教育課☎(82)4319

水辺の教室
「水生生物観察会」参加者募集

日　８月２日㈫　午前９時～正午
※雨天の場合４日㈭に延期
会　黄瀬川（浄化センター横）
対　市内の小・中学生とその保護者
数　35人（先着順）
料　無料
申・問　7月6日㈬から22日㈮までに直接
　　または電話で、環境課☎(83)1603へ

※新型コロナウイルス感染拡大防止のためイベントなどが中止・延期・一部変更となる場合があります。 2022.7.5 16※新型コロナウイルス感染拡大防止のためイベントなどが中止・延期・一部変更となる場合があります。

I n f o r m a t i o n
Pick up

案　　内

インクカートリッジの回収を
試験的に行っています

　民間のリサイクル業者と提携し、イ
ンクカートリッジの回収を試験的に
行っています。回収後は、リサイク
ルインクとなり、焼却処分するよりも
CO2発生量を抑制することなどが期待
され、ごみ減量にもつながります。
会　市役所本庁舎１階環境課入口
対　家庭で使用しているインクカー

トリッジ
※メーカーは問いません。
※トナーカートリッジは対象外です。
問　環境課☎(83)1610

低所得の子育て世帯
生活支援特別給付金

　新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化する中で、食費など物価高
騰に直面する低所得の子育て世帯
の生活を支援するため、特別給付金
（ひとり親世帯以外分）を支給します。
期　７月11日㈪～令和５年２月28日㈫
対　次の所得要件、養育要件のどち
　　らにも該当する人
所得要件（いずれかに該当）
Ⓐ令和４年度分の市町村民税均等割
が非課税の人
Ⓑ令和４年１月以降の家計収入が、
市町村民税均等割額非課税の人と同
程度の水準となった人
養育要件（いずれかに該当）
①令和４年４月分の児童手当または

特別児童扶養手当の受給者
②令和４年５月から令和５年３月まで
のいずれかの月の分の児童手当また
は特別児童扶養手当の受給資格が認
定された人または手当額改定の認定
を受けた人
③令和４年３月31日時点において、平
成16年４月２日から平成19年４月１日
生まれの児童（現在の高校生相当）の
みを養育している市内在住の人
額　監護している児童１人につき５万円
※Ⓐ－①、Ⓐ－②の人は申請不要。そ
れ以外の人は、戸籍謄本、住民票、本
人確認書類、通帳、収入（所得）を証
明する書類などが必要です。
申・問　子育て支援課☎(82)4124

御殿場市デジタル地域通貨
「富士山Gコイン」が発行されます

　５月11日から募集を開始していた
本市独自のデジタル地域通貨の名称
が決定しました。
名称
「富士山Gコイン」
単位
「ダラー」
　７月下旬以降、市内店舗にて順次、
運用が開始されます。
　詳しい「富士山Gコイン」の利用方
法は市ホームページをご覧ください。
※広報ごてんば８月５日号でもお知ら
せします。
問　商工振興課☎(82)4683

暮らし上手の

ヒントコーナー

眼鏡型の拡大鏡を
正しく使いましょう！
　テレビショッピングなどで、新
聞の文字が見えやすくなったり、
針に糸を通せたりと便利なような
拡大鏡ですが、明瞭に見えないな
どの苦情のほか、事故情報も寄せ
られています。

【事例】
①眼鏡型の拡大鏡を着用したまま
歩いたところ、段差で転倒し、ろっ
骨を骨折した。
②眼鏡型の拡大鏡を 30 分ほど使
用したら、外した後に目の焦点が
合わず、気分が悪くなった。

【解説】
　眼鏡型の拡大鏡は、手の届く程
度の距離にあるものを拡大して見
るための商品で、視力を矯正する
ものではありません。特性を知っ
たうえで正しく使いましょう。

【正しい使用法】
 ・手の届かないほど離れたものを
見るときは、着用したまま歩行し
ない。
 ・購入前に使用感を確認し、持っ
ている眼鏡との重ね掛けを試して
みる。
 ・眼や見え方に異常を感じたら、
使用を中止する。状態によっては、
眼科医の診察を受ける。

問い合わせ／
消費生活センター（くらしの安全課）

☎ 83-1629　FAX 82-4333

※新型コロナウイルス感染拡大防止のためイベントなどが中止・延期・一部変更となる場合があります。2022.7.517
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ごてんば市民芸術祭
「日本芸能のつどい」出演団体募集

日　10月15日㈯
会　市民会館大ホール
対　市内在住または通勤・通学して
いる人からなる団体または文化
協会加盟団体

数　参加団体多数の場合は抽選
料　無料
申・問　８月５日㈮までに社会教育課、

市民会館にある申込用紙（募集要
項内）に必要事項を記入して直接、
郵送、またはファクスで〒412-
8601社会教育課内「ごてんば市
民芸術祭実行委員会事務局」

　　☎(82)4319、FAX(81)0370へ
▶申込用紙は市ホーム
ページからもダウン
ロード出来ます。

ごてんば市民芸術祭
美術展・書道展作品募集

期　①美術展　
　　９月29日㈭～10月２日㈰
　　②書道展　
　　10月８日㈯～10日㈪㈷
会　市民会館小ホール
対　市内在住または通勤・通学して
　　いる高校生以上の人、文化協会
　　加盟者
※小山高等学校へ通学している人も可
※1人、１種目１作品のみ応募可
料　無料

申・問　①９月16日㈮、②８月26日
㈮までに社会教育課、市民会館
にある申込用紙（募集要項内）
に必要事項を記入し、直接、郵
送またはファクスで、〒412-
8601社会教育課内「ごてんば市
民芸術祭実行委員会事務局」

　　☎(82)4319、FAX(81)0370へ
▶申込用紙は市ホーム
ページからもダウン
ロード出来ます。

市政カレンダー（2023年版）
写真募集

テーマ　富士山の四季
規格　過去３年以内に市内で撮影した
　　コンテストへ未発表または発表予
　　定のない自作品
※撮影の際は、所有者（民地）、施設
管理者（公共施設）の許可を得てく
ださい。無人航空機などの使用は、十
分な安全を確保し、必要な手続きを
とってください。
※採用作品の使用権など一切の権利
は市に帰属するものとします。応募作
品は返却しません。
申・問　８月５日㈮まで（必着）に、
直接または郵送で、横位置写真
を２L判カラープリントしたもの、
作品のタイトル・撮影場所・撮影
年月日・郵便番号・住所・氏名・
電話番号を記入し、

　　〒412-8601魅力発信課
　　☎(82)4127へ
▶詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。

夏休み自由研究体験講座
～in東部地域～

　小学生を対象とした自由研究体験
講座を開催します。
期　７月16日㈯～8月21日㈰
会　県東部地域（市内ほか）
対　東部地域在住の小学３～６年生
問　県東部地域局
　　☎055(920)2063
▶詳しくは県東部地域
局ホームページをご覧
ください。

防衛省採用試験
自衛官採用制度説明会

日　７月24日㈰
　　午前10時～午後３時
会　市民交流センター「ふじざくら」
　　第４会議室
対　18歳以上33歳未満の人とその
　　家族
①一般曹候補生採用試験
日　９月15日㈭～18日㈰
受　９月５日㈪まで
②自衛官候補生採用試験
受　年間を通じて
対　①、②いずれも18歳以上33歳未
　　満の男女
※年齢の基準日は令和５年４月１日現在
申・問　電話で自衛隊静岡地方協力
　　本部☎055(916)0605へ
問　市総務課☎(82)4320
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　のっぽさんの 
　出前ヘアサロン 050-5242-7474

お困りでしたら呼んでください

土日歓迎

お電話一本で伺います！
ヘアカット ￥3000

・病気や怪我で動けない 
・長い待ち時間に耐えられない 
・車椅子やベッドから降りられない 
・車/免許 がなくて外出が難しい

※新型コロナウイルス感染拡大防止のためイベントなどが中止・延期・一部変更となる場合があります。

おとな
教室 骨格スタイル講座 日時／７月 23 日㈯　11：00 ～ 12：00　対象／女性　募集人数／ 10 人

受講料／有り

おとな
教室 わくわくボイストレーニング 日時／月２回　火曜日　10：00 ～ 12：00　募集人数／ 10 人　受講料／有り

こども
教室

踊ってみよう！フラメンコ　
～１Day 体験レッスン～

日時／７月 24 日㈰　10：00 ～ 10：50　対象／小学生以上　募集人数／ 15 人
受講料／有り

「家族を守るママ防災」
防災講座参加者募集

日時／７月 15 日㈮・9 月 26 日㈪・11 月 22 日㈫　９：30 ～ 12：00（９：15 集合）
会場／市民交流センター「ふじざくら」２階調理室　対象／市内在住の防災に興味がある人
参加料／有り　※３回とも参加できる人を優先します。　申・問 7 月 10 日㈰までに、ごてマ
マ情報局 代表 髙村☎090(8189)2004、 wbs45098@gmail.com へ

保育のお仕事フェア開催
～就職応援セミナー＆相談会～

日時／７月 17 日㈰　12：30 ～ 16：00　会場／静岡コンベンションアーツセンター・
グランシップ（静岡市駿河区）対象／保育士及び保育士資格取得予定者で就職を
希望する人、保育の仕事に興味がある人 　参加料／無料　
申・問 ７月 11 日㈪までにホームページの参加申込フォーム（QR コード）、電話または
ファクスで、しずおか保育士・保育所支援センター☎ 054(271)2110 、 FAX 054(272)8831 へ

市民会館開館 45 周年記念事業
～ごてんばの芸術家たち展～

日時／７月 21 日㈭～ 24 日㈰　９：00 ～ 17：00　会場／市民会館小ホール
入場料／無料　申・問 市民会館☎(83)8000、文化協会 (82)4533 へ

世良公則アコースティック
ソロライブ

「～迸る（hotobashiru）～
生きるチカラが此処にある」

日時／７月 24 日㈰　16：00 ～（15：00 開場）　会場／市民会館大ホール
入場料／有り（チケット販売中）　申・問 市民会館☎(83)8000 へ

門池環境調査隊！ 2022
～身近な水辺の環境を調べよう～

日時／８月 14 日㈰　９：30 ～ 15：30　対象／小学４年生～中学生
（保護者１人まで参加可）　定員／ 15 人（申込多数の場合、抽選）　受講料／無料

申 ７月 29 日㈮までにホームページ（QR コード）から　問   沼津工業高等専門学校
公開講座担当☎ 055(926)5727、  koukaikouza@numazu-ct.ac.jp

アマチュア無線士養成講習
第４級標準コース開講

日時／８月 14 日㈰・21 日㈰　８：40 ～（８：30 集合）　
会場／裾野市民文化センター（裾野市石脇）　対象／両日とも参加できる人　
受講料／有り　申・問 ８月７日㈰までに廣瀬☎ 055(997)4195 へ
※詳しくは日本アマチュア無線振興協会ホームページ（QR コード）をご覧ください。

情報技術基礎講座⑦
～データサイエンスの基礎～

日時／８月 20 日㈯　９：00 ～ 17：00　対象／社会人　定員／５人
（申込多数の場合、抽選）受講料／無料　申 ７月 29 日㈮までにホームページ
（QR コード）から 　問   沼津工業高等専門学校公開講座担当

☎ 055(926)5727、  koukaikouza@numazu-ct.ac.jp

会場／市民会館☎ (83)8000　募集／先着順
文化協会ホーム
ページはこちら
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市の人口　計／ 85,979(+7)　男／ 44,101　女／ 41,878　世帯／ 38,028　6 月１日現在（外国人住民含む）

常
とき

葉
わ

 想
そう

くん（２歳２カ月）

父　豪
たけし

さん／母　理恵さん（富士岡）

岩田 羽
は

音
のん

ちゃん（２歳５カ月）

父　脩
しゅう

平
へい

さん／母　真稀さん（御殿場）

企業紹介vol.48

          株式会社 北海建設工業所
http://www.hokkai-kensetu.co.jp/index.htm

　今
回
は
管
工
事
業
な
ど
を
行
っ
て

い
る
㈱
北
海
建
設
工
業
所
の
伊
奈
部

長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

御
社
の
沿
革
は
？

　
昭
和
36
年
三
島
市
で
㈲
北
海
建
設

工
業
所
を
設
立
、
昭
和
63
年
に
㈱
北

海
建
設
工
業
所
に
組
織
変
更
し
、
令

和
３
年
３
月
、
夏
刈
南
部
工
業
団
地

（
保
士
沢
）
に
土
地
を
購
入
し
ま
し

た
。
８
月
に
本
社
を
移
転
し
、
新
工

場
を
開
所
す
る
予
定
で
す
。

事
業
の
内
容
は
？

　主
に
下
水
道
処
理
施
設
に
使
用
す

る
配
管
の
管
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　
製
造
に
お
い
て
は
、
材
料
置
場
か
ら

管
製
作
（
溶
接
・
塗
装
・
検
査
）、
出
荷
、

保
管
場
所
ま
で
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

御
社
の
強
み
は
？

　元
請
業
者
か
ら
の
受
注
が
80
％
を

占
め
、
安
定
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
顧
客
満
足
度
の
重
要
性
と

い
う
観
点
か
ら
、
品
質
へ
の
適
合
が
、

価
格
・
納
期
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
全
て

の
基
盤
で
あ
る
と
い
う
理
念
を
、
全

社
員
と
共
有
し
、
品
質
管
理
の
継
続

的
な
改
善
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
　

御
殿
場
で
操
業
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
？

　
売
上
高
増
加
に
伴
い
、
三
島
の
工

場
が
手
狭
に
な
っ
た
う
え
に
、
本
社

や
工
場
な
ど
が
分
散
し
て
お
り
効
率

が
悪
か
っ
た
た
め
、
御
殿
場
に
進
出

し
、
一
体
化
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
作
業
効
率
が
格
段
に
上

が
り
、
コ
ス
ト
の
削
減
と
売
上
高
増

加
（
対
前
年
比
１
２
０
％
）
に
よ
る

収
益
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
出
荷
先
が
関
東
方
面
が
主

な
た
め
、
配
送
経
路
が
短
縮
し
、
時

間
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
Ｃ
Ｏ
２
の
削

減
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
業
務
拡
大
に
伴
い
、
障
害
者
を
含

め
た
市
内
の
人
を
優
先
に
雇
用
を
拡

大
す
る
予
定
で
す
。

　
本
社
移
転
に
よ
る
税
収
の
還
元
や

雇
用
に
お
い
て
、
御
殿
場
市
に
貢
献

で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　将
来
性
豊
か
な
優
良
企
業
で
あ
る

と
知
り
ま
し
た
。

経理・総務部長

伊奈 道夫さん


